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１ 洪水・浸水

（１） 平野（多摩川、鬼怒川、小田川、利根川、千曲川 、
越辺川）

（２） 谷底平野（岩手県小本川、福岡県赤谷川）

（３） 台地の中小河川（東京都神田川）

（４） 谷地（さいたま市鴻沼川）



（１） 平野①
多摩川の決壊

1974（昭和49）年9月1日
台風16号

宿河原堰
左岸堤防決壊
民家19棟流失

写真は狛江市HPから引用



多摩川下流域の地形と決壊・浸水位置

1974年決壊
宿河原堰

2019年浸水
二子多摩川

2019年浸水

2019年浸水
武蔵小杉

河川敷直近の都市化の進んだ地区の浸水



平野②
鬼怒川堤防破堤
による洪水
2015年9月10日

破堤個所から市役所
（対策本部）まで約8km
数時間で洪水流が到達

周辺住民は洪水になる
とは思っていなかった

国土地理院HP資料

市役所

鬼怒川

小貝川

国土地理院資料



鬼怒川堤防破堤箇所

2015年9月10日被災

堤防復旧中の状況
（ 2015年12月）

基礎地盤は1～3m
浸食されている



災害翌日の常総市役所（対策本部）の浸水

9月１１日午前９時１分、読売ヘリから）＝三浦
邦彦撮影から引用



平野③

倉敷市真備町 小田川決壊 2018年7月7日未明

支流の高馬川の
決壊が小田川堤
防まで及び決壊

鉄道（井原線）は
高架橋で水没せ
ず



治水地形分類図 国土地理院

洪水地域は旧河道、後背湿地、氾濫原
黄色の微高地（自然堤防）も浸水した



標高区分図
低湿地、氾濫原、微高地（自然堤防）の区分

カシミール画像



倉敷市のハザードマップ（H29年版）
真備・船穂地区の一部

浸水深さ5m
（100年に1回）



平野④
利根川・東京低地間の地形（東京下町は洪水危険大）

昭和22年9月カスリーン台風で堤防決壊

カシミール画像



利根川・荒川堤防決壊箇所
カスリーン台風

大利根河川防災
ステーション
利根川堤防決壊の碑→
昭和22年9月16日0:20

←荒川堤防決壊の碑
熊谷市久下
昭和22年9月15日19:30



カスリーン台風による洪水被害 昭和22年9月

都県名 家屋の浸水(戸) 家屋流
出・倒壊

家屋倒壊 死者 傷者
田畑の浸
水

床上 床下 （戸） （戸） （人） （人） （ha）

東京 72,945 15,485 56 8 138 2,349

千葉 263 654 6 4 2,010

埼玉 44,610 34,334 1,118 2,116 86 1,394 66,524

群馬 31,091 39,938 19,936 1,948 592 315 62,300

茨城 10,482 7,716 209 75 58 23 19,204

栃木 45,642 2,417 3,500 352 550 24,402

合計 303,160 23,736 7,645 1,100 2,420 176,789

国土交通省HP



低湿地の市街化 四角枠：草加市付近、丸枠：JR新駅周辺開発
低地は昭和22年9月のカスリーン台風で浸水



低地の市街化（埼玉県草加市）
旧河道も住宅地等に高度に利用

昭和20年
部分修正

平成20年

1:25,000地形図「草加」



空中写真
の利用

地図空中写真閲覧サービス
http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1

昭和19年陸軍
撮影写真
草加市付近の

旧河道の抽出
（破線部）が容
易

地理院地図



低地での新駅開業と宅地化 治水地形分類図

2km

JR武蔵野線 越谷レイクタウン駅

吉川美南駅



平野⑤ 豪雨で千曲川決壊
長野市穂保地区 2019年10月13日台風19号

共同通信撮影

自然堤防上に集落が位置する
付近の堤防が越水から破堤

浸水深が深い部分は浅川沿い
で新幹線車両センターがある



千曲川決壊箇所付近の地形
浸水個所は低湿地

新幹線車両基地

決壊箇所



平野⑥ 越辺川決壊と弱者施設の浸水
2019年10月13日台風19号（越辺川は下端の撮影範囲外）

特養施設

小畔川

入間川

国土地理院撮影



特別養護老人ホーム
の浸水

入居者120人の無事避難
20年前の水害の教訓

↓
背後に3階建てビル建設
避難訓練・避難マニュアル

10月13日2:00周辺浸水
3階建てビルに無事避難
明け方：1階部分は水没

←越辺川の破堤箇所



（２） 谷底平野①
岩泉町小本川
台風10号洪水被害
2016（平成28）年8月30日

2016年8月31日午前8時42分、航空

機「希望」から丸山博撮影（写真：毎日
新聞社/アフロ）を引用

洪水でグループホーム
の入所者9名が死亡



新旧の空中写真の比較（岩手県岩泉町）

1975年（左）
家屋は沖積面よりやや高い山裾に位置、沖積面は農地
2016年（右）
沖積面に各種施設（グループホーム、道の駅など）が建設



被災地は河原と同じ沖積面 洪水で形成された地形
時々浸水する場所



河原の真ん中に新しい家がある。
地形が一変したのだ（天声人語の一部を要約）
地形は一変したわけではない！

谷底平野②
2017（平成29）年7月九州北部豪雨
赤谷川の氾濫（朝倉市把木町星丸）



九州北部豪雨
国道211号橋梁の左岸盛土の崩壊

地形に注意！（橋梁を長くすべき）



参考 橋台部の被災と落橋
北海道開発局資料

2016年8月台風10号
による日勝峠付近の
災害（岩瀬橋）



参考 橋台部の被災と落橋
北海道開発局資料

2016年8月台風10号による
日勝峠付近の災害（千呂露橋）



（３） 台地の中小河川 浸水危険個所の地形

神田川沿いのやや低い土地は浸水履歴がある

東中野駅



神田川の浸水被害履歴

No 年月日 気象 面積
（ha）

浸水棟数

床下 床上

1 1999/07/21 集中豪雨 9.43 246 413

2 1999.08/29 集中豪雨 4.95 96 122

3 2001/07/18 集中豪雨 11.23 99 85

4 2004/10/09 台風22号 10.75 73 191

5 2004/10/20 台風23号 2.96 47 71

6 2005/08/15 集中豪雨 3.71 150 146

7 2005/09/04 集中豪雨 126.03 1262 2325

東京都土木技術センター年報
（平成18年度）高崎ほか論文による



洪水ハザード
マップ

（東京都中野区）
浸水範囲と水深
避難所の位置置

かつて神田川沿い
の低地は水田地
帯であった

中野区HPから引用



神田川洪水対策
環状七号線地下調節池

延長4.5km 貯留量54万m3

東京都HPから引用



（４）谷地 さいたま市での内水氾濫（鴻沼川）

さいたま市HPから引用

1996（平成8）年台風17号 浸水家屋1,270戸

大宮

浦和



鴻沼川付近の空中写真1960年代

大宮

浦和鴻沼川沿いに宅地は無く水田（谷地）



沖積面の宅地化と浸水被害の頻発

浸水対策の河川改修が住宅の不同沈下を誘発
鴻沼川の改修では住宅800棟が被害



河川改修後の鴻沼川

1996（平成8）年台風17号
浸水家屋1,270戸

↓
河川改修（1997～2004）

河川改修に伴う周辺
地下水低下

↓
地盤沈下（15cm）の
被害家屋約800棟

上流区間

下流区間



２ 地震時の地盤の液状化

（１） 千葉県浦安市

（２） 埼玉県久喜市



（１） 千葉県浦安市 沖積低地や埋立地の地震時液状化被害

液状化→杭基礎周辺地盤沈下、戸建て住宅の傾動

液状化被害を受
けやすい地盤は
右図の地形

2011年3月11日千葉県浦安市の被害



液状化被害
2011年3月

東日本大震災

埋立地の地盤の液
状化と住宅の傾動

2011年3月11日千葉県浦安市の被害



地盤の液状化
ライフラインが被害

東日本大震災：浦安市埋立地

復旧時間（浦安市資料）
電気 9日（別資料）
水道 26日
ガス 19日
下水道 35日

仮設上水道
仮設トイレ



液状化が発生した臨海埋立地（浦安市）
第1期埋立（1964～1975年）第2期埋立（1972～1980）

定期便から撮影



液状化した住宅地
は旧版地形図で
は円で示す湿田や
湿地の部分

（1:50,000地形図
「幸手」明治40年
測図に新幹線、東
武線、現在の利根
川堤防を追記）

（２） 埼玉県久喜市 内陸部の新興住宅地での液状化被害

2011年3月
東日本大震災



液状化で被災した新興住宅地 東武日光線南栗橋駅周辺

地理院地図

1986年南栗橋
駅開業

↓
宅地化が進む

1km

新幹線

東武線

東北線

南栗橋駅



３ 不安定な谷埋め盛土

（１） 地震時の盛土の地すべり
（２） 谷埋め盛土の変状

盛土の危険個所
地震時：谷埋め型、腹付け型

大規模造成盛土の耐震化事業の取り組み
対象：谷埋め型→3,000m2以上

腹付け型→盛土下の地盤傾斜20°以上
かつ盛土高5m以上

降雨時：谷横断型、腹付け型
横断管渠等の閉塞、山側浸透水、排水系統、
盛土からの湧水

旧版地形図を参考に盛土の規模とタイプを把握



兵庫県南部地震
谷埋め盛土の宅地被害

（１）地震時盛土の地すべり

引用：釜井俊孝・守随治雄、斜面防災都市、理工図書



（２）谷埋め盛土の変状 北海道胆振東部地震
2018（平成30）年9月6日 札幌市清田区里塚



液状化による宅地の被害
（札幌市清田区里塚）

500m

液状化は谷埋め盛土の範囲で
発生（赤楕円の範囲）
赤線は標高70m等高線

上図
1:25,000地形図「清田」
昭和25年修正測量
左図
1:25,000地形図「清田」
平成2年修正測量

500m



小規模な盛土は表示なし

地震被災個所

札幌市の大規模盛土造成地マップの一部



４ 斜面周辺の宅地化

（１） 土石流

①土石流扇状地の被災（広
島市ほか2014年、2018年）

②渓流出口での被災
（岐阜県八百津町、防府市）



（１）土石流扇状地の被災
広島豪雨土石流災害①

2014/08/20

地形図の読図
遷緩線から下の斜面
→土石流の堆積で形成
（沖積錐＝小型扇状地）

水系図を作成
→南西は谷が密（花崗岩）
→北東は谷が疎（付加体）



広島豪雨土石流災害 2014/08/20
被災地の扇状地は現在も
土石流で形成されつつあ
る斜面
→安全な場所は少ない



広島豪雨災害
2014/08/20

渓流の流末は道路側溝
並みの断面

土石流は水路を
流れず道路を流
れた



広島豪雨土石流災害②
2018/07/06

1km

石碑

姫宮社

石碑

1km

石碑

姫宮社

石碑

（縮尺1:25,000地形図「海田市」平成28年発行,
「吉浦」平成21年発行）

（縮尺1:25,000地形図「海田市」昭和25年修正
測量,「吉浦」昭和27年資料修正）

宅地は土石流堆積物や軟弱地
盤上に拡大（赤線は土石流）



土石流の流下状況（矢野東7丁目）

土石流は道路を含めて流下
堆積した

堆積土砂の排除後の状況

流路の断面は小さい

下流では更に小さい
断面がある



（２）渓流出口の新築家屋の被災 岐阜県八百津町

2010年7月15日20時頃発生

家屋が被災し、３名死亡

0次谷の表層崩壊が土石流化



渓流出口の弱者施設の被災
土石流（2009年7月）

０次谷の表層崩壊

↓

治山ダムの破壊

↓

老人ホームへ流入

山口県防府市



（２）崩壊（崖崩れ）

①急傾斜地の下（横浜市ほか）

②急傾斜地の上（鹿児島県ほか）



①急傾斜地の下 急崖のクサビ崩壊（無降雨）
1999年2月17日21:50

不安定な急崖斜面：クサビをなす流れ盤の節理 南区中村町

崩壊当日の朝に吹付
工のクラックと土砂の
こぼれ落ち確認
連絡し管理者も確認
21:50崩壊（600m3）



降雨時の表層崩壊 2008年8月29日4:25

斜面には1年前にクラック発生 八王子市 川町

のり面傾斜は約２５°
で一部は盛土？

小嶋茂人氏撮影



切土造成箇所の
住宅被害

住宅1階寝室に崩壊

土砂が流入し、家族
4名が犠牲

宝塚市の豪雨
災害（表層崩壊）

1997年7月13日

山陽新聞 1997年7月14日夕刊



激甚災害地の周辺
の住宅被害

住宅1階の山側窓か

ら崩壊土砂が流入し、
子供2名が犠牲

広島市の豪雨災害（表層崩壊） 2014年8月20日

集水地形で表流水が集中 広島市安佐南区



降雨時の表層崩壊（盛土） 2014年10月6日 死者1名

表流水の集中（斜面上の排水系統） 緑区白山3丁目



参考 住宅内での避難
崖から離れた2階は家が倒壊しても助かりやすい

土木学会・斜面工学研究委員会（2015)

山間地域の集落では
豪雨時に、崖から離
れた部屋への移動が
古くから行われている

川崎市高津区の災害例
1989年8月1日豪雨

宝塚市の災害例
1997年7月13日豪雨

広島市安佐南区の災害例
2014年8月20日豪雨

横浜市緑区白山の災害例
2014年10月6日豪雨



表層崩壊で崖下の民家2棟倒壊 2019年11月16日調査

2019年10月25日13時頃発生
千葉市緑区誉田町3丁目
死者2名（住民）



千葉市緑区誉田町の宅地災害箇所の地形

下総台地を侵食した谷地の斜面崩壊（台風19号+21号）

災害箇所



台地上の宅地と崖下の被災宅地

台地上の道路は崖側に傾斜

11月15日現在、
土のうにより表流水の流入を防止

読売ヘリ撮影写真



被災住宅は
台地末端を切土

崩壊斜面と被災家屋2軒

グーグルマップ
ストリートビュー

台地と低地の宅地
開発が別個に実施



②急傾斜地の上 宅地に迫るシラス斜面の表層崩壊

1993（平成5）年 鹿児島豪雨



擁壁基礎部の崩壊で擁壁が宙吊り 2010年

斜面での擁壁基礎の根入れ不足 横須賀市ハイランド1丁目

地質は三浦層群逗子層の泥岩



降雨時の小崩壊
2017年10月22日、横浜市金沢区

（台風21号接近時）

崩壊発生は13時頃NHK報道資料



降雨時の擁壁の転倒 2012年9月23日

擁壁背面への表流水の流入 保土ヶ谷区法泉町

小嶋茂人氏撮影



参考
住宅選びのポイント調査
地盤・斜面には関心が無い！

住宅選びで大事なポイント
交通、環境、価格など

朝日新聞



高層ビルは地震に対して安全か？参考

①

④

②

③

中越沖地震



５． ソフト対策（災害に近づかないための）

地形を読み取ることが大事
災害を受けやすい危険な土地は地形図と現地で確認
ハザードマップ、地形図（1:25,000）、空中写真などの資料
現地での観察
沖積平野、谷底低地、台地の凹凸、埋立地、扇状地、
渓流の出口、谷埋め盛土、地すべり、急斜面

自治体や住民等に地形の理解を深める働きかけが必要
中学・高校での地理・地学教育の欠落が問題
講習会の開催（一般向け、自治体職員）
中学・高校での防災教育
その他（土地取引に地盤条件の導入など）



弱者施設などは低地や渓流出口を避ける

特別養護老人H

施設は低地では高床式、台地に
移設が望ましい（2019年10月災害）

施設は土石流の危
険な谷出口を避ける



ソフト対策への注意→避難所は安全か？

肱川の水害
野村ダム下流域の浸水

避難所の浸水被害



避難所の不足
避難所に入れない人が続出（2019年10月台風19号）

NHKニュースWEB



避難所の不足と困難な広域避難

江戸川区ハザードマップの一部

＜洪水時の避難＞
避難所は地域内に無

↓
地域内の中高層ビル
などに一時避難

RC住宅の3~4階以上
は自宅待機

（飲料水、非常食、簡
易トイレ等の備蓄）

2019年10月12日
台風19号襲来時
江戸川区（70万人）
は43万人に対し避
難勧告



参考 大都市低地のハード対策 洪水・地震

津浪タワー同様の避難タワーの建設

スーパー堤防の一部の建設で避難場所にする

江戸川区HP



ソフト対策：とくにハザードマップについて

ハザードマップなどが生かさ
れていない

倉敷市真備町では浸水域
の宅地化が進んだ

広島市と周辺では土石流
扇状地の宅地化が進んだ

長野新幹線車両基地は低
湿地に建設された

→過去の教訓・記録が生か
されていない

石碑などの存在をハザー
ドマップに明示すべき 広島県坂町の明治40年水害碑



朗報 地形図に新しい地図記号が追加

国土地理院発行1:25,000地形図
地図記号「自然災害伝承碑」
2019（令和元）年から地形図に追加



ご清聴ありがとうございました

地形がわからなくなった東京都心
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